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第 160号（3） 諸塚村議会だより 平成 31 年１月 （2）第 160号諸塚村議会だより平成 31 年１月

主な補正事項
【歳入】
 ・森林整備加速化・林業再生事業補助金
 ・魅力ある観光地づくり推進支援事業
 ・分収造林受託事業収入
 ・森林郷創生基金繰入金
 ・森林整備加速化・林業再生事業補助金
 ・魅力ある観光地づくり推進支援事業
 ・分収造林受託事業収入
 ・森林郷創生基金繰入金
 ・分収造林受託事業収入
 ・森林郷創生基金繰入金

…………………………………………………………10,600千円
………………………………………………………………2,337千円

………………………………………………………………………………9,700千円
……………………………………………………………………………25,000千円

…………………………………………………………10,600千円
………………………………………………………………2,337千円

………………………………………………………………………………9,700千円
……………………………………………………………………………25,000千円
………………………………………………………………………………9,700千円
……………………………………………………………………………25,000千円

【歳出】
〔企画〕  ・魅力ある観光地づくり推進支援事業（池ノ窪ログハウス改修）
　　   ・宮崎市販売施設改修工事（海幸山幸）

〔産業〕  ・高性能林業機械購入補助事業（グラップル付トラック）
　　   ・分収造林委託事業（作業道開設、保育間伐等）

〔建設〕  ・道路維持補修工事

…………………………4,431千円
………………………………………………………4,500千円

………………………………10,600千円
………………………………………………9,700千円

 ………………………………………………………………………8,000千円

「建設」  ・林道施設災害復旧事業

「建設」  ・耕地災害復旧事業

「建設」  ・土木施設災害復旧事業

…………………………………………………14,500千円

………………………………………………………39,000千円

 …………………………………………………33,250千円

平成29年第２回諸塚村議会定例会平成29年度第4回諸塚村議会定例会
平成29年度一般会計補正予算

補正前：33億2千2百万円　　　補正額：6千5百万円

補正後：33億8千7百万円

平成２９年度一般会計補正予算

４千８百万円の補正額 総額３１億３千１百万円

（６月16日開会） 東京オリパラ競技場に諸塚村産材使用
平成３０年度一般会計補正予算

総額３４億７,２００万円 (補正額 6,100万円）

（６月16日開会）

入郷地域開発期成同盟会 要望活動耳川広域森林組合諸塚支所との研修会・意見交換

入郷地域開発期成同盟会 定期総会九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会 総会・決起大会

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

あ
げ
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
地
震
・
台
風
・

大
雨
等
に
よ
り
前
年
同
様
全
国
各
地
で
自
然

災
害
の
多
発
し
た
年
で
し
た
が
、
本
村
は
比

較
的
被
害
が
少
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

一
方
、
政
治
面
に
目
を
移
し
ま
す
と
、
世
界

中
が
ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
言
動

に
振
り
回
さ
れ
た
感
じ
の
一
年
で
し
た
。
国

内
で
は
第
四
次
安
倍
改
造
内
閣
の
発
足
と
な

り
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
働
き
方
改
革
を

掲
げ
、
退
職
年
齢
延
長
の
検
討
を
始
め
、
四

月
か
ら
は
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大

の
改
正
入
管
法
が
国
会
で
の
激
論
の
末
、
成

立
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
村
で
は
昨
年
四
月
か
ら
診
療
所

に
齊
藤
先
生
が
就
任
さ
れ
、
定
着
医
二
人
体

制
と
な
り
、
村
民
の
安
心
安
全
が
さ
ら
に
充

実
し
ま
し
た
。
ま
た
、
林
業
面
で
は
待
望
の

森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
、
林
業
維
持

発
展
に
期
待
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
加

え
て
本
村
の
F
S
C
森
林
認
証
材
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
会
場
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
本
村
林
業
P
R
に
明

る
い
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

反
面
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
は

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
深
刻
さ
を
増
し
て

お
り
ま
す
。
全
国
的
な
人
口
減
少
の
進
む
中
、

一
村
の
み
で
の
解
決
は
難
し
い
問
題
で
す
が
、

昨
年
末
の
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
三
選
を
果

た
さ
れ
た
河
野
知
事
も
最
重
要
政
策
と
し
て

お
り
、
そ
の
手
腕
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　

本
村
議
会
も
現
体
制
で
は
四
月
の
選
挙
ま

で
と
な
り
ま
し
た
が
、
住
み
よ
い
む
ら
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

昨
年
同
様
、
最
後
ま
で
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
元
号
元
年
に
向
け
て
諸
塚
村
議
会
議
長　

若
本　

幸
徳

◆一般会計の主な補正事項◆

「診療所事業」  ・医業費………………………………………………………………8,710千円

◆特別会計の主な補正事項◆

次の議会（定例会）は３月です。お気軽においで下さい。

みんなの議会です。
傍聴しませんか

……………………………………………………………………………………355万円
……………………………………………………………………………30万円

…………………………………▲285万円
…………………………………………………………………162万円

…………………………………………………………66万円
…………………………………………………………………125万円
………………………………………………………………124万円
………………………………………………………………166万円

……………………………………………………247万円
………………………………………………………………………970万円

……………………………………………………………………………▲9,134万円
…………………………………………………………………………4,150万円

………………………………………………………………………………1,645万円
…………………………………………………………………………6,054万円

…………………………………………………………………3,310万円

第３回定例議会 平成29年度一般会計補正予算
補正額：1億5700万円

◆一般会計の主な補正内容◆

合計32億8800万円

（単位）万円

「総務」・基金利子積立金
　　　　・消防用小型無線機等導入
「企画」・電気自動車充電スタンド整備事業（民間実施による減額）
「住民」・住基ネットワークシステム改修
　　　　・子ども子育て支援事業ニーズ調査委託料
　　　　・荒川保育所改築に伴う備品購入
　　　　・簡易給水施設整備補助金（5施設）
「産業」・東京オリパラ選手村木材供給事業
　　　　・椎茸団地施設台風災害による災害復旧事業
「建設」・黒葛原地区用水路改修事業
　　　　・林道開設改良事業
　　　　・林業施設災害復旧事業
　　　　・耕地災害復旧事業
　　　　・土木施設災害復旧事業
「教委」・村立小学校空調施設設備事業

………………………………………………………………………………45万円
………………………………………………………………………………235万円
……………………………………………………………………………………61万円

……………………………………………………0万円
…………………………………………………………………………………120万円
………………………………………………………………………………▲120万円

◆特別会計の主な補正内容◆
「国　　　　　保」・保健事業費
　　　　　　　　　・諸支出金
「後期高齢者医療」・総務費
「介　護　保　険」・保険給付費等(相殺による増減ゼロ）
「診 　 療 　 所」・総務費
　　　　　　　　　・予備費

◆条例の制定等◆
「総務課」
・議会の議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
・特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定
・教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例の制定
・一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

「住民福祉課」
・諸塚村地域包括支援センターが包括的支援事業
　を実施するための基準を定める条例の一部を改
　正する条例の制定

「建設課」
・工事請負費の変更

代表監査委員の甲斐重信氏に
全国町村監査委員協議会から功労者表彰

諸塚村産材がオリパラ競技場に

表彰伝達
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中田　政雄 議員

甲斐 教育長

西川　健 村長

田
原
議
員

問　
宮
崎
市
周
辺
の
高
校
に

進
学
す
る
生
徒
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
こ
こ
１
年
で
生
徒
、
保

護
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
る
。
保
護
者
の
要

望
に
応
え
る
た
め
に
早
い
決
断

を
望
み
た
い
。

甲
斐
教
育
長

答　
私
た
ち
の
頃
は
、
親
た
ち

は
子
ど
も
の
た
め
に
大
変
な
苦

労
を
し
て
私
た
ち
を
高
校
や
大

学
に
進
学
さ
せ
て
く
れ
た
。
安

易
に
行
政
の
補
助
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
子
ど
も
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
る
親
の
姿
を
見
せ
る

の
も
、
大
切
な
教
育
で
は
な
い

か
な
と
考
え
て
い
る
。

田
原
議
員

問　
高
校
に
進
学
す
る
と
負

担
が
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
保
護
者
が
一
緒
に
転
出
す

る
と
い
う
状
況
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

し
安
心
し
て
村
内
で
働
き
な
が

ら
仕
送
り
が
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

甲
斐
教
育
長

答　
現
在
あ
る
村
の
奨
学
金

制
度
で
も
帰
っ
て
来
れ
ば
３
分

の
２
は
免
除
に
な
る
と
い
う
有

利
な
も
の
が
あ
る
。
ど
う
い
う

形
に
す
れ
ば
帰
っ
て
来
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

西
川
村
長

答　
具
体
的
な
施
策
目
標
と

し
て
、
仕
事
づ
く
り
、
移
住
定

住
政
策
、
子
育
て
支
援
、
む
ら

づ
く
り
の
4
つ
の
柱
を
置
き
地

域
創
生
本
部
で
推
進
し
て
い

る
。

中
田
議
員

問　
オ
リ
パ
ラ
の
メ
イ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
を
含
む
選
手
村
で
使

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
消
費
拡
大
・
需
要
拡
大

に
向
け
て
努
力
す
べ
き
。

素
材
産
出
者
、
森
林
組
合
、
行

政
を
含
め
た
協
力
体
制
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

西
川
村
長

答　
森
林
組
合
、
素
材
生
産
業

者
や
関
連
す
る
方
た
ち
と
共
有

の
認
識
を
も
っ
て
一
緒
に
や
る

べ
き
。
オ
リ
パ
ラ
の
施
設
に
諸

塚
村
産
材
が
使
わ
れ
た
こ
と

は
、
非
常
に
反
響
が
大
き
か
っ

た
。

一

質
般

問
今
回
２
名
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

諸
塚
村
出
身
高
校
生
に
対
す
る

就
学
補
助
を
求
め
る

田原　尚美 議員

中
田
議
員

問　
総
合
長
期
計
画
は
2
0
1

1
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で

で
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

は
、
平
成
28
年
3
月
に
提
出
さ

れ
、
2
年
と
半
年
余
り
が
経
過

し
た
が
現
状
は
ど
う
で
あ
る

か
。

西
川
村
長

答　
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
率

の
か
さ
上
げ
や
過
疎
対
策
事
業

債
の
発
行
、
都
道
府
県
代
行
制

度
な
ど
が
あ
る
。
過
疎
対
策
事

業
債
を
有
効
に
活
用
し
て
お

り
、
村
道
・
林
道
等
の
道
路
整

備
を
は
じ
め
、
近
年
で
は
、
消

防
系
の
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
事
業
、
諸
塚
保
育
所
新
築
工

事
、
福
祉
館
改
修
工
事
で
の
活

用
、
現
在
新
築
中
の
荒
川
保
育

所
に
も
充
て
る
予
定
で
計
画
を

進
め
て
い
る
。
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
む
ら
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

中
田
議
員

問　
第
5
次
総
合
長
期
計
画

に
お
い
て
、
林
業
立
村
・
産
業

振
興
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
お
考
え

か
。

総
合
長
期
計
画
及
び
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

総
務
産
建
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

森林たくみ塾 木質チップボイラー諸塚保育所

荒川保育所

ひまわり保育所

　

9
月
25
日（
火
）か
ら
28
日

（
金
）に
か
け
て
、
所
管
事
務
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

　

岐
阜
県
高
山
市
に
あ
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
ひ
だ

荘
川
温
泉「
桜
香
の
湯
」を
視

察
し
た
。

　
「
桜
香
の
湯
」の
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
は
、「
森
か
ら
生
ま

れ
る
熱
を
温
泉
に
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
平
成
29
年
8
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
事
業
主
体

は
民
間
会
社
飛
騨
五
木
グ
ル
ー

プ
の
井
上
工
務
店
で
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
日
本
一
を
目
指
す
高

山
市
と
20
年
契
約
を
締
結
し
て

い
る
。
県
か
ら
は
、
5,
0
0
0

万
円
の
補
助
を
受
け
て
い
る
と

の
説
明
で
あ
っ
た
。
燃
料
は
、

製
材
等
の
過
程
で
発
生
す
る
端

材
を
活
用
し
て
お
り
、
年
間

4
1
6
ｔ
の
チ
ッ
プ
を
供
給
し

て
い
る
。
熱
代
金
と
し
て
7
・

8
円
/ 

㎾h 

（
税
抜
き
）で
施
設

に
販
売
、
1
年
間
熱
供
給
売
り

上
げ
見
込
額
は
約
8
7
0
万
円

（
税
抜
き
）と
な
っ
て
い
る
。

　

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
あ
る
フ
ィ
ー

ス
マ
ン
社
の
ボ
イ
ラ
ー
を
導

入
、
月
平
均
負
荷
約
4
0
0
㎾

に
対
応
す
る
た
め
最
大
出
力

1
0
1
㎾
の
ボ
イ
ラ
ー
を
4
台

運
用
し
て
い
る
。
小
規
模
な
も

の
を
複
数
台
設
置
す
る
こ
と

で
、
低
負
荷
の
時
期（
夏
場
）に

も
効
率
よ
く
対
応
が
可
能
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
ボ
イ
ラ
ー
の

特
長
と
し
て
は
、
自
動
着
火
装

置
付
き
で
燃
焼
炉
と
熱
交
換
器

用
の
灰
を
全
自
動
で
除
去
す
る

こ
と
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容

易
で
あ
る
と
感
じ
た
。
課
題
と

言
わ
れ
る
チ
ッ
プ
の
含
水
率
に

つ
い
て
は
、
製
材
の
端
材
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

気
に
し
て
い
な
い
様
子
で
あ
っ

た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
稼
働
1

年
目
と
い
う
こ
と
で
今
後
に
注

目
し
た
い
。

　

続
い
て
、
高
山
市
に
あ
る
オ

ー
ク
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
視
察
し

た
。
オ
ー
ク
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
、

1
9
7
4
年
に
創
設
さ
れ
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
を
目
指

し
、「
木
」と
い
う
再
生
可
能
資

源
に
よ
る
モ
ノ
づ
く
り
を
続
け

て
い
る
。
J
V
C
ケ
ン
ウ
ッ
ド

と
m
o
r
e 

t
r
e
e
s（
モ

ア
・
ト
ゥ
リ
ー
ズ
）が
関
わ
る
、

「
や
ま
し
ぎ
の
杜
」等
の
自
然
音

を
再
生
す
る
木
製
の
ス
ピ
ー
カ

ー
製
作
を
、
オ
ー
ク
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
が
受
託
し
て
い
る
こ
と
が
視

察
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

現
地
は
自
然
豊
か
な
広
葉
樹

林
の
中
に
あ
っ
た
。
外
か
ら
見

る
と
何
の
変
哲
も
な
い
山
小
屋

風
の
作
業
場
や
展
示
場
で
あ
っ

た
が
、
中
に
入
っ
て
み
る
と
広

葉
樹
を
中
心
と
し
た
材
料
を
生

か
し
た
見
事
な
商
品
が
並
ん
で

い
た
。
日
本
産
無
垢
材
が
生
か

さ
れ
た〝
た
く
み
〞の
技
で
あ

る
。
会
社
が
掲
げ
る
三
つ
の
理

念
は
、『
一
、
百
年
か
か
っ
て
育

っ
た
木
は
百
年
使
え
る
も
の
に

一
、
お
椀
か
ら
建
物
ま
で
一
、

子
ど
も
一
人
、
ド
ン
グ
リ
一
粒
』

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
高
山
市
清
見
町
に

あ
る〝
森
林
た
く
み
塾
〞を
視

察
し
た
。
モ
ノ
づ
く
り
を
通
し

て
目
指
す
の
は
、
森
と
暮
ら
し

を
つ
な
ぐ
木
の
文
化
再
構
築
、

そ
し
て
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
で
あ
る
。
こ
こ
で
学
ぶ
塾
生

に
は
、
技
術
養
成
の
た
め
の
特

徴
あ
る
様
々
な
実
践
講
座
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
2
年
間

の
修
行
を
経
て
木
工
職
人
に
な

り
、
全
国
各
地
に
就
職
し
て
い

る
。
単
な
る
技
術
習
得
に
と
ど

ま
ら
ず
、
社
会
に
貢
献
す
る
人

材
育
成
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
。
視
察
中
は
板
組
の
木
箱
な

ど
を
製
作
中
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
製
品
を
販
売
し
て
学
費
に
充

て
る
た
め
学
費
は
無
料
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

豊
富
な
森
林
資
源
を
有
す
る

本
村
に
と
っ
て
、
今
回
の
視
察

は
、
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
の
多
い

有
意
義
な
調
査
と
な
っ
た
。

西川　健 村長
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随　

想

随　

想

「
新
年
へ
の
思
い
」

中
田　

政
雄

　

日
本
の
美
し
さ
で
も
あ
る
春
夏
秋
冬

の
四
季
�
そ
の
中
で
春
と
秋
の
期
間
が

短
く
感
じ
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
�

私
も
そ
の
一
人
で
す
�
去
年
を
振
り
返

�
て
み
て
も
�
急
な
冷
え
込
み
で
体
調

管
理
に
気
を
使
�
た
方
が
多
か
�
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
�
そ
の
影
響

か
�
諸
塚
の
山
々
の
紅
葉
は
何
時
に
な

く
色
鮮
や
か
で
沿
道
の
モ
ミ
ジ
も
そ
う

で
し
た
が
�
特
に
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
の

木
々
の
色
合
い
が
な
ん
と
も
美
し
く
�

本
村
の
誇
り
で
あ
る
モ
ザ
イ
ク
林
層
を

一
層
際
立
た
せ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
�

　

と
こ
ろ
が
�
役
場
か
ら
見
え
る
家
代

と
黒
葛
原
に
か
け
て
の
山
の
一
部
に
目

を
疑
う
か
の
よ
う
な
新
緑
の
所
が
あ
り

ま
し
た
の
で
話
を
聞
く
と
�
な
ん
と
あ

の
ヤ
マ
ダ
カ
レ
ハ
に
よ
る
食
害
で
秋
が

芽
吹
き
に
な
る
と
か
�
な
ん
と
も
凄
い

木
の
生
命
力
に
こ
れ
ま
た
感
銘
を
受
け

た
し
だ
い
で
す
�

　

今
年
も
新
年
を
迎
え
ま
し
た
�
歳
を

取
る
度
�
一
年
が
早
く
過
ぎ
る
気
が
し

ま
す
が
�
樹
木
の
エ
ネ
ル
ギ
�
を
少
し

頂
き
な
が
ら
�
ま
た
こ
の
一
年
を
頑
張

�
て
行
こ
う
と
思
�
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
�

　

新
年
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
最
後
の
年
の
漢
字
一

文
字
に
“災
”
が
選
ば
れ
ま
し

た
�
振
り
返
�
て
み
ま
す
と

日
本
国
民
全
体
が
災
害
に
苛

ま
れ
た
辛
い
一
年
で
し
た
�

い
よ
い
よ
五
月
か
ら
新
元
号

に
変
わ
る
わ
け
で
す
が
�
新
元

号
一
年
と
な
る
今
年
が
災
害

の
な
い
穏
や
か
な
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
願
い
た
い
も
の

で
す
�

　

私
た
ち
�
編
集
委
員
も
内
容

の
充
実
し
た
読
み
や
す
い
広

報
紙
づ
く
り
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
�
引

き
続
き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
�

︵
編
集
委
員
︶

　

田
原 

尚
美　

堀　

 

英
博

　

岩
本 

國
和　

山
本 

利
夫

村
内
各
小
学
校
の

編 後集 記

編

後
集

記

　山粧う秋、十月に入り朝夕ようやく秋の気配が感じられたもの
の、長雨続きで爽やかな秋空が恋しい今日この頃。
　今年、最後の議会だよりが皆様の手元に届く頃には、爽やかな
秋空を期待したいものです。これからも読みやすい広報紙づくり
に努めてまいりますので、引き続きご愛読をよろしくお願いいた
します。

（編集委員）田原尚美　堀　英博　岩本國和　山本利夫

（6）第 160号

月 日 行　事　名

入郷地域開発期成同盟会本庁要望活動

地方行政問題協議会・正副議長研修会

九州中央道建設促進地方大会

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

日向市・東臼杵郡議長連絡会の国県への要望活動

議会運営委員会・議会全員協議会

町村議会議長会役員会

国道503号期成同盟会総会・総決起大会

本会議開会（〜15日）

決算審査特別委員会

　　　　〃

全国和牛能力共進会・連合所管事務調査

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会（まとめ）

第3回定例議会本会議(最終日）

第３回臨時議会

県議長会臨時総会・議員大会・講演会

三村議会協議会総会・研修会

広域連合議会運営委員会

森林・林業・林産業活性化九州大会

連合所管事務調査

10

10

17

18

23

31

1

5

6

7

8

10〜12

13

14

15

6

12

20

23

26

27

場　所

宮 崎 市

宮 崎 市

熊 本 市

延岡・日向市

県 庁

役 場

宮 崎 市

中 公

役 場

役 場

〃

仙台市・東京都

役 場

〃

〃

役 場

綾 町

椎 葉 村

日 向 市

大 分 市

熊 本 市

8

9

10

議会傍聴して
　　　　　　みませんか？

　次回の定例会は1２月８日（金）
開会予定です。
心よりお待ちしています。
お問い合わせ：議会事務局

TEL ６５－１１３０　

行事名月 日 場　所

日向東臼杵広域連合議会

(仮称）佐土の谷1号トンネル貫通式

幹部議員研修会

五月会研修会

議長全国大会・郡議長会政務調査（〜23日）

日向市・東臼杵郡議長連絡会議員研修会

広報研修会

町村議会議長会役員監事合同会

議会運営委員会

議会全員協議会

東臼杵郡町村議長会臨時総会

第4回定例議会本会議

県道2路線整備促進要望活動

県市町村事務組合議会臨時会

5

15

19

21

26

27

29

30

7

12

20

日 向 市

諸 塚 村

宮 崎 市

諸 塚 村

東京都・岐阜県

日 向 市

宮 崎 市

川 南 町

役 場

役 場

日 向 市

議 場

日 向 市

宮 崎 市

11

12

トンネル貫通式郡議長会政務調査

随　

想

随　

想

「
地
球
温
暖
化
」

山
本　

利
夫

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
�

　

本
年
も
諸
塚
村
の
ご
発
展
と
村
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
�
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
�

　

今
回
は
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
た
�
中
で
も
身
近
な
影
響
と
し
て
�
異
常
気

象
が
あ
り
ま
す
�
近
年
は
記
録
的
な
猛
暑
や
豪

雨
が
日
本
列
島
を
襲
�
て
い
ま
す
�
ま
た
台
風

も
巨
大
化
の
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
�
さ
ら
に

動
植
物
の
生
息
域
も
だ
ん
だ
ん
と
高
緯
度
化
し

て
い
ま
す
�
こ
の
よ
う
に
地
球
全
体
の
気
候
や

生
態
系
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
�

　

こ
れ
ら
の
要
因
は
�
太
陽
か
ら
の
熱
を
温
室

効
果
ガ
ス
が
調
整
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
�
こ

の
ガ
ス
が
多
く
な
る
と
熱
の
調
整
が
で
き
な
く

な
り
�
地
球
温
暖
化
が
起
き
る
の
で
す
�
温
室

効
果
ガ
ス
の
中
で
も
二
酸
化
炭
素
が
一
番
多
い

の
で
す
が
�
削
減
す
る
身
近
な
方
法
と
し
て
は

1
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
�
の
導
入(

太
陽
光
発

電
�
太
陽
熱
温
水
器)

2
家
庭
で
の
電
気
の
無
駄
遣
い
を
な
く
す
�
ま

た
�
自
家
用
自
動
車
の
使
用
を
控
え
る
�

　

な
ど
�
多
く
あ
る
よ
う
で
す
�
し
か
し
二
酸

化
炭
素
は
�
石
油
や
石
炭
�
天
然
ガ
ス
な
ど
を
燃

や
す
こ
と
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
�
世

界
の
国
々
が
協
力
し
な
い
と
効
果
は
上
が
り
ま

せ
ん
�
京
都
議
定
書
や
パ
リ
協
定
と
い
う
の
は

よ
く
聞
き
ま
す
が
�
多
く
の
国
や
地
域
が
あ
り
�

ま
た
先
進
国
や
発
展
途
上
国
も
あ
り
ま
す
の
で
�

思
惑
の
違
い
や
意
見
の
違
い
が
あ
り
�
ま
と
ま

�
て
い
ま
せ
ん
�

　

世
界
の
国
々
が
�
地
球
の
安
定
の
た
め
私
利

私
欲
を
無
く
し
�
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

持
ち
な
が
ら
話
し
合
い
�
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

日
が
早
く
来
る
こ
と
を
願
い
た
い
も
の
で
す
�

議会傍聴して
　　　　　　みませんか？

　次回の定例会は３月６日（水）
開会予定です。
心よりお待ちしています。
お問い合わせ：議会事務局

TEL ６５－１１３０　


